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創立20周年を記念して
　大学院連合学校教育学研究科が創立20周年を迎えたことは誠に喜ばしく，関係の皆様方のこれまでの
御尽力に心から敬意を表します。教育実践学の確立をめざし，平成8年に発足した本研究科は，新構想
三教育大学と岡山大学が協力体制で博士（学校教育学）を学位として提供するわが国唯一の教育学系の
博士課程として誕生しました。爾来，順調に成果を挙げ，ここに創立20周年を迎えました。創立以来変
わらず入学志願者が常に一定数確保できていること，その結果として創立20周年を迎えた平成28年度か
ら学生定数が32名に増員となったことも，本研究科の誇るべき足跡です。
　これまでの20年間を振り返る時，教育実践学を不動の地位に高めることに最も貢献したものが教育実
践学論集であるといえるでしょう。既に本研究科を修了した博士の学位取得者は270名となりますが，こ
れらの学位取得者の多くが教育実践学論集に論文を投稿し，それらの成果をまとめて博士論文を完成さ
せています。教育実践学論集が本研究科の学位取得のために最適の学術雑誌の一つとして，広く受け入
れられている証拠でもあります。
　本研究科の設立当初の目的を十分に果たすため，当時，誕生したばかりの教育実践学が学問領域とし
て立派に成熟することを願い，他の教育学研究の専門家からも一目置かれる存在となることを目指し，
レフリーによる厳しい審査を取り入れたことが，創立20周年の平成28年3月に教育実践学論集第17巻を
刊行することにつながっているのです。これまで教育実践学論集に掲載された論文数は257編に達しま
す。これらは投稿された論文合計479編の中から厳密な審査によって選ばれたものであり，いずれもが，
教育実践学を確立するために寄与してきた貴重な論文といえましょう。また，教育実践学論集に論文を
掲載することが博士（学校教育学）の質維持のために貢献していると申せましょう。論文のレベルが決
して安易に流れることがないよう，レフリーとなる教員は，本連合学校教育学研究科以外の他大学等研
究者にも依頼しています。
　今後，さらに本研究科が発展し，教育系の博士課程の中でも，全国的にトップランクの博士課程とな
るには，教育実践学論集のような博士論文の基礎となる研究論文の質の向上が重要です。質の高い良い
論文は，他の研究者によって多く引用されます。教育実践学論集に掲載された論文の多くがこの対象で
なければいけません。また国内の研究者だけを相手にしていては，ドメスティックな枠から拡大する
ことはありません。教育実践学は，現在では世界的な研究領域ですので，国際的に認められなければな
りません。そのためには，教育実践学論集に掲載された論文の中で世界でも共通する問題をテーマとし
た論文は，英語に翻訳することも必要かもしれません。もちろんオリジナル論文が英語で執筆させるこ
とは望ましいことです。さらに今後は，社会の変化に伴い，ますますサイエンス・テクノロジーと教育
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は融合していくと予測できます。人間の認知，行動パターンも脳研究の発展でかなり解明されてきてい
ますし，人工知能・ロボット研究と人間との関係は学校現場においても重要な課題になる時代がやって
きます。これらの研究領域についても，研究成果を教育実践学論集に投稿していただきたいと希望しま
す。
　今後とも教育実践学論集が，わが国の教育実践学の根幹である論文集として定着し，さらに海外の研
究者からも注目されるために，本研究科の教員や学生だけでなく，他研究機関の研究者からも投稿数を
増やし，厳しい審査の元，多くの論文が掲載されることを願っております。
